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１．点 鐘

２．ロータリーソング

３．米山カウンセラー委嘱状授与

４．会長報告

５．幹事報告

６．食 事

７．委員会報告

矢野亨ＰＧ８．講話 識字率向上支援ｸ゙ﾙｰﾌﾟ第1ｿ゙ｰﾝ･ｺー ﾃｨ゙ﾈ ﾀーー

９．点 鐘

１０．ロータリーソング

◆米山カウンセラー委嘱状授与

米山カウンセラー

家住慧路君

期間：09.4～11.3

米山奨学生
アクラミ･アリレザ君
（ ）男性､イラン国籍
群馬大学３年生
機会システム工学専攻

田 会長◆会長報告 﨑

１．来週は栃尾ＲＣの皆様 がおみえになり、合（１２名）

同夜間例会となりますので、お間違えのないよう宜

しくお願いいたします。翌日はゴルフ組と観光組に

分かれます。ゴルフは桐生 で、観光は家住国際C.C.
奉仕委員長が担当して下さいます。

２．台湾のインターアクト海外研修が、昨日 日(木)２６

から 日(日)の 泊 日で行われ、下井田地区インタ２９ ３ ４

ーアクト委員長が 地区の代表として参加されて２８４０

おります。また研修生として大間々高校インターア

クト生 名も参加されています。２

３．本日が 月の最終週になりますが、識字率向上月３

間に因んで、この後、矢野ＰＧに講話をして頂く事

。 。になっております 矢野先生宜しくお願い致します

栗原幹事◆幹事報告

武井善作会員よりﾆｭｰﾓﾗﾙNo.476を15部頂戴致しました。◇

。◇ が４月から 円に変更になりますロータリーレート １ドル９８

４～６月のプログラム予定表をファックスでお送り致しました。◇

(各テーブルに配布)◇ハイライトよねやま109が配信されました。

◇下記のものが届いております。

・牛久保ガバナーエレクト事務所より のお礼状ＰＥＴＳ

・米山記念奨学会より奨学生世話依頼状､

奨学生ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ､奨学金ｶﾚﾝﾀﾞｰ､ｶｳﾝｾﾗｰﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ

・米山梅吉記念館より｢館報2009春｣､｢春季例祭のご案内｣

(全会員数)・日銀前橋支店よりﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾘﾆｭｰｱﾙのご案内

労働保険の年度更新申告と納付時期変更のお知らせ・

・㈱ 箸本舗よりカタログ・社会保険ぐんま 月号My ３

◇例会変更のお知らせ

桐生ＲＣ 4/20 太田ＲＣ 4/2､4/30(休) 太田西ＲＣ 4/1､4/29(休)

伊勢崎東ＲＣ 4/13､4/27､5/4(休) 前橋南ＲＣ 4/8､4/29(休) 5/6(休)、

前橋北ＲＣ 4/6､4/27､5/4(休) 前橋西ＲＣ 4/10､4/24､5/1(休)､5/22､5/29

前橋中央ＲＣ 4/8､4/19､4/29(休) 沼田中央ＲＣ 4/30(休)､5/14

藤岡ＲＣ 4/9､4/30､5/28 藤岡南ＲＣ 4/3､5/1､5/22､5/29

◇クラブ会報が到着しています

桐生ＲＣ 3/16､3/23 桐生南ＲＣ 3/11､3/19

桐生赤城ＲＣ 3/10､3/17 足利ＲＣ 2/6､2/13､2/20､2/27

１１９０キロカロリー◆食事メニュー

カレイのチーズ焼きソース、粉吹き芋と温野菜、

ささ身と牛蒡のサラダカレー風味、白飯、香の物、

アスパラと玉葱のトマトスープ、本日のデザート

◆委員会報告

稲森委員長□出席委員会

総数 名（免除者 名の内 出席の為３名を除く）５３ ８ ５名

出席率対象者 名、 出席率対象者出席人数 名４０ ４０

欠席者 名(内前メイク２名) 出席率 ％１０ ８４.００

前々例会修正出席率 ％ （最終欠席者 名）８６.００ ７

花房委員長□ニコニコＢＯＸ委員会

矢野先生講話ありがとうございます

稲森君、栗原君、奥村君、乾君

弊社見学御来場ありがとうございました 松原君

長男の誕生祝いありがとうございます 向田君

ＷＢＣバンザイ 田﨑君

北京へ行って来ました 小林君

松原委員□ロータリー財団委員会

矢野先生講話ありがとうございます 稲森君､羽鳥君

沢山の方々に弊社見学に来ていただきありがとうご

ざいました 松原君

群大留学生交流会に多数の参加をお願い致します 栗原君

北京へ行って来ました 小林君
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桐生西ロータリークラブ

委員□米山奨学委員会 髙森
矢野先生講話ありがとうございます

稲森君、根本君、阿左美君
弊社見学に御来場ありがとうございました 松原君
家住さんカウンセラー宜しくお願い致します 栗原君
北京へ行って来ました 小林君

委員長□国際奉仕委員会 家住
月 日に友好クラブの栃尾ＲＣから 名が来４ ３～４ １２

桐されます。 日の正午頃栃尾を発たれて途中お花３
見をして、宿泊先の東横インに 時頃チェックイン５
されます。 時 分にプリオのマイクロバスでお迎５ ５０
えに行く手筈になっております。夜間例会後、二次
会を計画しておりますので、有志の方のご参加をお
願い致します。 日はゴルフと観光に分かれます。４
秋に大変な歓待を受けましたので、それに恥じない様

。 。お迎えをしたいと思います ご協力をお願い致します
続きまして、 月 日 午後 時 時に、群大４ １８ (土) ６ ～８

生協ホールで群大工学部留学生とご家族との交流会
を幹事クラブとして行いますので、是非大勢のご参
加お申込をお願い致します。登録料は 千円です。４

６ ４ ～７ （２それともう一点 チェンマイ訪問を 月 日 日、
泊 日）に計画しております。当地の小学校へ教科４
書や机と椅子を贈るプロジェクトが後一歩という所
まで進んでおります。近日中に皆様にご案内致しま
すので、ご予定の程お願い致します。

鈴木委員長□広報活動委員会
各テーブルに桐生西ＲＣのリーフレットが配られ

てます。桐生西ＲＣはこんな活動をしていますという
テーマで作成しました。これを利用して一人でも多く

。 。会員を増やせればと願っております ご活用下さい

講 話

識字率向上支援グループ
第１ゾーン･コーディネーター

矢野亨パストガバナー

「識字率向上月間に因んで」

第 ゾーンのコーディネーターを務めて今年で 年目１ ３
になります。第 ゾーンは千葉県と北関東と新潟県、１
それから北は北海道までです。

去年は太田で識字率のシンポジウムを行いました。
。今年は 月 日に伊勢崎で行う予定になっております５ ３１

群馬県では太田･大泉がブラジル人を中心とした外国
人で有名ですので、群馬大学の応援や各地域からの支
援が多く寄せられます。一方伊勢崎地区もペルー人な
どの外国人が非常に多く、太田大泉と等しいかそれ以
上の人数がおります。以外と伊勢崎地区が見落とされ
ていると考えまして、この地を選んだ次第です。

識字率の問題はアジアが圧倒的に多く、特にアジア
、 、 。の女性 その中でも中国が一番多く 次にインドです

その両国で識字率の問題の半分以上を占めています。
、 、昨年 太田に来て頂いたタイのラタナビッチ女史は

今年のアジア地区のゾーン･コーディネーターです。そ
の前の 年間は山形の藤川享胤ＰＧでした。ラタナビ３
ッチ女史はＣＬＥ（ ：Concentrated Languages Encounter
集中言語力助長）という教育法を用いて識字率向上の
成果を上げた方です。日本語にもＣＬＥが活用できる
そうで、青森県では 年間に亘ってＣＬＥを用いて外５
国人への日本語教育に取り組んでいます。日本語はア
ルファベットだけでなく、ひらがなやカタカナ、漢字
などボリュームがあり、日本語に用いるのは一寸難し
いと私は感じております。今ＲＩはフィリピンに力を
入れてＣＬＥでの教育を行っており、タイでは国がＣ
ＬＥを推奨しているそうです。今度チェンマイに行か
れるそうですが、ＣＬＥを使って英語の教育をされて
いるか、是非確かめて来て頂きたいと思います。

月毎に各ゾーンでは、実績や活動計画等の報告書３ヶ
を提出する事になっております。それで担当ゾーン内
のクラブに問い合わせを行いましたら、１クラブだけ
日本語教室を行っているというを回答がありました。
しかし伊勢崎市が日本語教室を熱心に行っているとい
う事実が後から判明し、ロータリーと日本語教室は情
報が閉ざされていると感じました。それで第１ゾーン
の各県の国際課に、日本語教室の現状を教えて頂くよ
うお願い致しましたら、たくさん回答が寄せられたの
です。これは大いに問題があると思いました。地域の
識字の問題を云々するロータリーなら、ロータリアン
が地域の社会奉仕活動の１つとして、市と協力をして
日本語教室を支援しても良いのではないかと私は思い
ます。殆どがボランティア活動で行っているのが現状
なのです。是非皆様のご協力をお願い致します。

《次例会予告》

４月１０日(金) 「ポリオ根絶への道」（ポリオ･プラス）

第２分区-Ａポリオ･プラス専任講師 北川泰久君（桐生中央ＲＣ）

Ｎｏ．２５メ ン バ ー は 今 ! !

正 田 恵 一 会員正 田 恵 一 会員

正田さんは昭和 年 月 日に入６２ ８ ２１

会した。同期入会は荻野さんと吉原

さんの 人で、 人連れ立ってよく３ ３

飲んだそうである。入会時の親睦

委員長が西村さんで、炉辺会議で

ロータリーの何たるかを厳しく教育

されたとのこと。新入会員は入会時に

はロータリーについてはほとんど何も知らないわけで

２００６～２００７あり、初年度教育は大切であると話す。

羽鳥年度の副会長を務め、新入会員がロータリーに馴

染む手助けをする立場であることを自覚してはいる

が、例会を休まれるとその情熱も減退するとのこと。

やはりロータリーの原点は出席であることに尽きるよ

うである。ロータリアンは例会出席が義務であり、ロ

ータリーを自らの生活のどこに位置づけるかによって

ロータリアンとしての自覚が生まれ、出席の重要性を

理解できるのではないかと力説された。

正田さんは、自ら先頭に立って事業展開のねじを巻

き直さなければならない事情にあり、ロータリー活動

に力を入れられない状況を吐露したが、ロータリーを

愛し、クラブの発展に寄与したいという心情に溢れた

正田さんの言葉は、必ずや西クラブの発展に大きく貢

献してくれる時が来るであろうと期待を持たせてくれ

た。健闘を祈らずにはいられない。

クラブ会報･雑誌委員長 片貝良一


